
森林相談会に関する問い合わせ 資料３

相談内容 相談結果

1

令和元年の台風後に４～５haを森林経営計画に入れた。
予算の関係で順番待ちといわれており、手は付けてもらえていない。
県や市の考えを伺って進めていきたい。
地籍調査の予定も聞きたい。
事業体との委託契約上、急斜面など地形や面積などによっては、所有者の持ち出し
もあり得ると書かれていた。
台風で根上がりで倒木してしまった場所があった。管理が悪いと言われてもどうし
ようもない。

・経営計画に組み入れも、事業体は補助事業として森林整備を行っているため、それ以外での伐採は、現状
では難しい状態。
・森林所有者の持ち出しがあるかは、個別の案件になるので事業体に確認してほしい。
・該当する地区の地籍調査は、次年度に現地調査に入る予定。
・根上がりで倒れてしまうような強風は、適正な管理をしても倒木が起きてしまう。
・根上がりについては、管理責任を問うことは難しい。

2

森林を持つ親族から、その一部について管理を任されている。
７～８年前に森林経営計画をたててもらい、特殊地拵えをして、植栽まで行っても
らったが、ほとんどが枯れてしまった。
自身で草刈り機の講習等を受けたが、今後の管理について何か支援はないか。

・事業体との契約により、10年間は手を付けてはいけないものだと思っていた。補助事業のため、土地の転
売、皆伐はできない旨の契約内容であることを伝えた。
・本人との協議により、スギ苗を購入してもらい、自身で植栽、管理してもらうこととした。
・また、親族が所有する全ての森林について、管理してもらえる方法があるかの相談が追加であり、経営管
理制度について説明した。
・森林の場所が点在しているため、すべて一括管理は難しいが、隣接所有者も含め大きな面積（概ね１ha以
上）になれば、事業体とのマッチングにもつながりやすい旨説明した。
・機械購入の補助事業（自伐型林業推進モデル支援事業）について説明した。

3

親から相続した。
相続は山林以外も含めて相当数ある。
正直、場所が良く分からない。早めに対応したいと思っている。

・地図上で所有する土地を示す。森林自体の面積は小さい。
・親や祖父名義の土地もあるので、後日、自身で地番図をとって、再度確認する。

4

相続をしたが、場所（地番）がわからない、今後どうしていきたいかもわからな
い。自宅の裏山もどこまでかわからない。

・地図上で所有する土地を示した。自宅裏は自身が所有していることが判明。
・裏山の竹は、自分で造園業者に依頼して伐る。
・親や祖父が共有名義で所有している土地がある。地域の方が連名で所有している土地が複数あり。

5

森林を整備を検討しており、補助制度を知りたい。
森林組合に相談したら、皆伐して植栽と言われた。事業体にも相談済。
倒木の処理だけで構わない。持出なしを希望。
所有する森林は、あまり多くはないが複数ある。

・かつて、自身で植栽をしたが、台風で一部が倒木した。
・事業体からは、補助事業を活用すると一度皆伐して、再造林することになると言われた。
・面積が小さいので、補助金の要件に該当するか、事業体として採算が合うかは直接相談してほしい。

6

自身で木を伐っているが、伐った木を買い取ってくれるところはどこかないか。
前までは薪にしていたりしたが今は、伐った木をそのままにしているだけの状態。
運ぶにしても、重くて素人では厳しい。
近隣住民からも、木を伐ってほしいと言われていて、今後伐る予定。伐った後は、
低木を植えたい。
所有山林は、そこまで多くはないと思う。（親に教えてもらったところは知ってい
る。）

・木の駅事業、千葉県木材市場について概要を説明、チラシを渡した。
・機械購入の補助事業（自伐型林業推進モデル支援事業）について説明した。

7

自身で所有している森林について、重機を購入し森林管理として伐採を行っている
が、伐った木を運ぶ場所があるか？
市内で森林整備している場所を見かけるが、概要を教えてほしい。

・木の駅事業、千葉県木材市場について概要を説明、チラシを渡した。
・令和元年台風後に森林整備係が設置され、そこから本格的に森林整備が進むようになった。森林所有者と
事業体との契約により、市の補助事業として実施されている旨説明した。



8

親から相続した土地が多く管理できない。（農地もあり）
これまで、近隣の方から森林に関しての苦情はないが、令和元年台風では、農地に
木が倒れて迷惑をかけた。
森林は、出来れば処分（売却）したいと考えている。

・売却については市で対応できないが、所有する森林付近で事業体が森林整備を行うときは、声をかけても
らえるように情報提供する旨伝えた。
・売却を考えてることに関しても同様に事業体に情報提供する旨伝えた。

・農地についても貸し出したいとの要望があったため、担当係に伝えることとした。

9

・下草刈りなどの山の管理をしているが、補助事業などがあるか伺いたい。
・木を運ぶ場所を教えてほしい。

・木の駅事業、千葉県木材市場について概要を説明、チラシを渡した。
・機械購入の補助事業（自伐型林業推進モデル支援事業）について説明した。

10

事業体に森林の管理をお願いをしているが、なかなか伐採などの進捗がない。 ・森林経営計画に組み入れも、事業体は、補助事業として森林整備を行っているため、それ以外での伐採
は、現状では難しい状態。
・詳細は事業体に聞いてほしい。
・樹種は、スギ、ヒノキ以外に広葉樹でも可能。

11

所有している森林の多くが保安林になっている。
伐採の際の規制はあるか。

・保安林は原則伐採は出来ない。ただし、倒木の恐れがあるなど必要性が認められれば、伐採は可能であ
る。
・窓口が千葉県北部林業事務所。日常の目視の点検は必要である。


